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各国のバイオ戦略

日本の課題技術革新

地球規模の課題と国際合意
バイオエコノミー戦略

次世代シーケンサー・ゲノム編集

（SDGs）

ビジョンに向け産学官が連携して取り組むべき事項を提示

地球規模の課題解決

基幹産業の創出

健康･医療
バイオによるモノづくり・
環境･エネルギー

農林水産業
･食糧

バイオが貢献できること

市場；40兆円、GDP;20兆円、雇用;80万人

SDGsへの貢献

2017年10月12日
日本バイオ産業人会議

背景



2030年にバイオが全産業分野に及ぶイメージ
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既存のバイオ関連産業

生物を用いた建築

建築業・土木業

合成
生物学

細胞農業
Cruelty-free

環境産業

生体膜水浄化
アクアポリン膜

有害物質を除去・
吸着する生物

海洋汚染対策
酸性化、サンゴ回復、
マイクロプラスチック

保健医療
2035への
貢献

農林水産業

植物や昆虫に
よる物質生産
圃場(開放系)・植物工場
での生産、新蚕業

機械器具
製造業

繊維産業化学工業

食品産業

医食同源
マイクロバイオーム
機能性食品素材

自動車・航空機
バイオ素材ボディ
バイオ燃料

電子部品
等製造業

バイオメモリー
バイオコンピューター

バイオ
センサー

生物照明

ヘルスケア
・医療産業

バイオ新素材
天然ゴム代替品
ナノセルロース等

土壌改良

過疎地・森林
での物質生産

新規栽培
・養殖法
植物工場・完全養殖・
宇宙での食物生産

新種苗作出

スーパー繊維
クモの糸

生物家具
キノコなど

PHOTOSYNTHESIS TOWERS in 2050 PARIS SMART CITY 
by Vincent Callebaut Architectures、2014


